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研究概要
　「大河」研究班では熱水プルームの環境調査と生態系の解析を担当している。研究協力
者とともに、音響探査により見えないプルームを可視化する（古島）、ビデオ映像解析を
応用してマリンスノーとプランクトンの分布を調べる（Lindsey）、また今年は安定同位
体生態学の研究チームに協力してもらい群集解析をしようと計画中。隣では、ベントス研
究者が「大河」に生息する貝類や甲殻類の遺伝子系統解析をしています。

分析手法
海洋調査：「大河」関連航海以外の調査船に乗船する機会があります（無条件ではありま
せんが）。AUVやROVなどの水中ロボットと触れ合う機会もあります。
映像解析：ビデオ映像を解析するツールがあります。
音響計測：ADCPやADPなどのデータ解析ツールがあります。
系統解析：遺伝子の塩基配列データにより進化系統や多様性の解析をしています。
安定同位体分析：生物組織の炭素と窒素を分析をして栄養段階を解析しています（研究協
力者）。

コラボレーションの提案例
JAMSTECには海洋学、地学、化学、生物学、微生物学、海洋工学、ロボット工学、コン
ピューター工学（モデル解析、シミュレーション）、データベースなど多様な分野の研究
者と技術者がいるので、コラボレーションの可能性を探りたいあるいは学びたいという意
欲があれば、なんとでも対応します。
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